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2.
買い物をサポートする「高齢者にやさしいスーパープ
ロジェクト」の取り組みについて

町　　長

3.
矢幅駅北側の上杉踏切整備に伴う全面通行止めの問
題点について

町　　長

4.
通学路等における倒壊危険ブロック塀の安全対策に
ついて

町長・教育長

1. 交流人口増の対策と近隣市町との連携について 町　　長

2. ふるさと創生事業とその後の事業展開について 町　　長

1. メディカルフィットネス推進事業について 町　　長

2. デマンド型タクシーと市街地循環バスについて 町　　長

3. やはぱーくに外階段の設置を 町　　長

1. 交通安全対策について 町　　長

2. 保育士・介護職員の待遇改善について 町　　長

3. 在宅高齢者対策について 町　　長

1. 学校給食について 教 育 長

2. 外国人との共生について 町　　長

3. 女性の登用と男性の育児参加を 町　　長

7
　 13 番
　 川 村 よし子

4
　 15 番
　 山 﨑 道 夫

5
   8 番
　 水 本 淳 一

6
　 14 番
　 小 川 文 子

令和元年矢巾町議会定例会９月会議

一 般 質 問 議 員 と 質 問 事 項 一 覧 表

3
　 5 番
　 村 松 信 一

質問議員 質     問     事     項 答 弁 者

2
   9 番
　 赤 丸 秀 雄

1
   10 番
　 昆　 秀 一

８ 名
26 件

　【一般質問実施日】
　令和元年９月４日(水)午前10時　※受付№１～４
　令和元年９月５日(木)午前10時　※受付№５～８

 町　　長　　23 件
 教 育 長　　06 件

計

8
   4 番
　 谷 上 知 子



- 1 - 

昆 秀 一  議員 

一 般 質 問 通 告 書  
矢巾町議会議長 藤 原 由 巳 殿    受付 №  １   令和元年８月２１日 午前・午後 ９ 時００分   議席番号１０番  昆  秀 一 
 

番 号 質 問 要 旨  
質問１  

（質問事項）障がいを持つ方々への支援について 
（答 弁 者）町 長   これまで何度となく障がい福祉の関係について問いなが
ら意見してまいりましたが、やはり当事者の意見というのは

非常に重いと感じずにはいられません。身近に障がいをお持

ちの方がいたり、要介護者にお話を聞く機会が多くあること

から、その声をできるだけ取り上げて、議会にて述べさせて

いただいていますことから、以下お伺いいたします。  
① 障がい児に対する教育・福祉・医療の連携体制をどのよ
うに構築して実行されているのか。 

② 医療的ケアを要する障がい児に対する支援をどうして
いるのか。 

③ 重度障がい児（者）の介護者に対するレスパイトについ
ては、どのように取り組んでいるのか。 

④ 障がい者の就労についての支援の考え方は。 
⑤ 障がい者の地域での共生については、どのように取り組
んでいるのか。また現在の課題をどう考えているのか。       
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昆 秀 一  議員 

 
質問２  

（質問事項）認知症対策について 
（答 弁 者）町長、教育長   本町では、地域包括支援センターにて認知症支援ネットワ
ークを構築して支援活動を行ってきていますが、これからの

認知症患者や予備軍、その家族に対する支援についてお伺い

いたします。  
① 共生と予防を車の両輪として施策を推進していくと、首
相が表明しましたが、本町として共生と予防についてはど

う取り組むつもりなのか。 
② 認知症ケアパスの活用をどう進めていくのか。 
③ 普及啓発、認知症の方本人の発信への支援についての取
り組みは。 

④ 認知症バリアフリーの推進は。 
⑤ 認知症サポーターへのその後の支援策は。 
⑥ 認知症カフェの現状と今後は。 
⑦ 認知症の教育の中での取り組み方は。    

質問３  
（質問事項）効果的な会議について 
（答 弁 者）町長、教育長   現在、町職員はじめ町民の方々が様々な場で会議において
議論を行っています。この議会も議論の場でありますし、ほ

かにも総会などの会議やワークショップ・各種懇談会でも

様々な形態で議論が行われてきています。  少なくとも、町で行われている議論の場においては最低限
のマナーやルールを、会議の参加者にしっかりと認識しても

らう必要があるのではないでしょうか。その上で円滑でより

効果的な議論ができ、町の発展にも寄与するものと考えると

ころから、以下お伺いいたします。  
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昆 秀 一  議員 

 
① 学校での議論の仕方は教育ではどう扱っているのか。 
② 各種会議での議論のルールをどう示して進行している
のか。 

③ ワークショップ等によるファシリテーター・書記の役割
と、その養成をどう行っているのか。 

④ 離れた場所とのスカイプなどのインターネット会議の
活用をどう考えるのか。 

⑤ 各会議の議事録の作成・保存・情報開示は、どう行われ
ているのか。 

⑥ 各会議の結果を具体的にはどのように活用しているの
か。   

質問４  
（質問事項）行政職員の役割等について 
（答 弁 者）町 長   町政運営を行うにあたって、行政職員の方々の役割は非常
に重要であります。特に地方分権時代においては、地方自治

体の仕事とは何かということを改めて考えて働くことも必

要になってきます。  そこで、職員のさらなる仕事力を向上するにあたって、以
下お伺いいたします。  
① 職員研修のコンセプトは、年度ごとの設定をどう行って
いるのか。 

② 職員の基本は文章力ともいわれるが、どのように職員の
文章力を養成しているのか。 

③ 職員の真価は交渉力ともいわれるが、交渉時の留意点を
各職員はどう考えてあたっているのか。 

④ 上司と部下の接し方や人材育成の方法をどうしている
のか。 

⑤ 会計年度任用職員の働き方についての考えは。 
⑥ アウトソーシングの活用策についての考えは。  
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昆 秀 一  議員 

 
質問５  

（質問事項）子育て支援の充実について 
（答 弁 者）町 長   「子ども・子育て支援新制度」が始まってから４年、現在
の進捗状況を踏まえながら、次期子ども・子育て事業計画の

策定を進めていくとのことですが、そのことを含め子育て支

援について、以下お伺いいたします。  
① 今まで子ども・子育て支援事業を実施してきて、本町の
子ども・子育てについてどのような特色を持ち、特に力を

入れるべきことをどう考えてきたのか。 
② 認定こども園の現在の状況と今後の考え方について。 
③ 子育て支援拠点事業の活動内容について、特に重要と感
じられることはあるか。 

④ 保育士に対する処遇の改善策は。 
⑤ 幼保無償化による課題と今後の見通しは。                   
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赤 丸 秀 雄 議員 

一 般 質 問 通 告 書 

 

矢巾町議会議長 藤 原 由 巳 殿 

 

  受付 №  ２   令和元年８月２１日 午前・午後 ９ 時００分 

  議席番号 ９ 番  赤 丸 秀 雄 

 

番 号 質 問 要 旨 

 

質問１ 

 

（質問事項）町内の公共交通について 

（答 弁 者）町 長 

 

 町内のバス路線が廃止・縮小される現状や高齢による運転

免許証返納者が増加しております。そのような中、町内を運

行するデマンド型タクシーは、利用しづらいという声を多く

の町民から聞きます。町は、導入時に、１年程度の運営状況

を踏まえ、また町民の声を把握し、利用しやすい交通手段に

改善を図ると答弁していることから、以下伺う。 

 

① デマンド型タクシーについて、当初の計画に対し、半年

間運行しての利用状況をどのように捉えているか、支出経

費と合わせて伺う。 

② 半年間の運行し、ある程度改善する点が見えたと思う

が、改善に向けてどのようなスケジュールで取り組む方針

か伺う。 

③ 全国では、デマンド型タクシー運行を取りやめた失敗例

がある。町では、改善策へそのような事象をどう反映させ

ようと考えているか伺う。 

④ 町のイベントは休日の開催が多いが、交通手段のない方

の対応を町ではどのように考えているか伺う。 

⑤ ９月20日から循環バス（コミュニティバス）を運行する

旨の説明があった。運行ルートや利用対象者、町民の意見

聴取をどのように捉え設定されたか、その経緯を伺う。 
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赤 丸 秀 雄 議員 

 

質問２ 

 

（質問事項）子どもを育む教育課題について 

（答 弁 者）教育長 

 

 現代社会において、少子高齢化・核家族化・ＩＴ等の普及

による会話の減少など、教育の環境として深刻な状況であり

ます。町では、近い将来を見据えて、子どもを育む取り組み

をどのように考えるか以下伺う。 

 

① 教育行政方針で述べられた矢巾型コミュニティ・スクー

ル構想の取り組み状況は、どのようになっているか伺う。 

② ４月に行われた全国学力・学習状況調査が８月に公表さ

れましたが、当町の学力は県内や全国と比較してどのよう

な状況であったか伺う。 

③ 夏休みなど長期休み明けは、不登校が多くなる傾向であ

ると言われるが、当町の現状と対応状況を伺う。 

④ 小学校にプログラミング教育や英語教育が導入される

が、ハード・ソフト両面の準備状況について伺う。 

 

 

質問３ 

 

（質問事項）町人口３万人構想実現の課題（宅地）について 

（答 弁 者）町 長 

 

 町の人口３万人構想に向けた大きな課題のひとつに、矢巾

町に住居を構えたいが空いている土地は高額でサラリーマ

ンには購入できないという状況があります。このことを踏ま

えて以下伺う。 

 

① 市街化区域編入のスケジュールはどうなっているのか。

また、編入後の開発計画について伺う。 

② 都市計画マスタープラン策定後、町民等から求められて

説明会開催を何カ所で行ったか。また、参加者からは、ど

のような意見が出されているか伺う。 
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村 松 信 一 議員 

一 般 質 問 通 告 書 

 

矢巾町議会議長 藤 原 由 巳 殿 

 

  受付 №  ３   令和元年８月２１日 午前・午後 ９ 時００分 

  議席番号 ５ 番  村 松 信 一 

 

番 号 質 問 要 旨 

 

質問１ 

 

（質問事項）自然と共存するための取組みについて 

（答 弁 者）町 長 

 

 本町では、今後医大移転に伴う交流人口の増加等により、

癒しとして身近に自然を楽しむ場所を求める人が増加する

事が予想されます。そこで以下伺います。 

 

① 人が踏み込むことによって今の自然が損なわれること

があってはならないと考える。現在、西部地域にはヒメボ

タルや貴重な原生植物等の生息地があるが、こうした繊細

な動植物を末長く残すためには、自然のままを維持する工

夫と対策が必要であると考えるがどうか。 

② 真夏に美しい花を咲かせる矢巾町の花、ヤマユリはかつ

て町内に多く自生していたが、現在は環境の変化等により

激減している状況である。増殖や保護等を計画してはどう

か。 

③ 花いっぱい運動の県道不動盛岡線の植栽は、町内外から

の評価が高い。現在の植栽は約１．５㎞ほどであるが、未

活用の花壇も残っている。未活用花壇の活用をどう考えて

いるか。 
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村 松 信 一 議員 

 

質問２ 

 

（質問事項）ひきこもり対策について 

（答 弁 者）町 長 

 

 仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人と交流をほとんど

せずに６カ月以上続けて自宅にいる「ひきこもり状態」の人

が内閣府の推計で100万人を超えるとされ、岩手県では地域

住民の社会活動に関する実態調査の中でひきこもりの調査

がなされております。そこで以下伺います。 

 

① 本町では、ひきこもりの実態調査を実施しているか。 

② ひきこもりに対する相談体制はどうなっているか。 

 

 

質問３ 

 

（質問事項）学校運営について 

（答 弁 者）教育長 

 

① 通学時のランドセルやカバンが重くなり児童生徒の大

きな負担となっていることから、教科書や道具類を学校に

置いておく「置き勉」を認めるよう、平成30年９月に文部

科学省から通達がされております。児童生徒の負担軽減の

ため、置き勉に対する考えを伺う。 

② 矢巾町いじめ防止に関する条例と各学校のいじめ防止

のための基本方針について、いじめの早期発見のため、定

期的なアンケート調査や教育相談の実施、電話相談窓口の

周知等により、学校組織を挙げ、児童等一人ひとりの状況

把握に努めることになっているが、その取組み状況につい

て伺う。 

③ 公共施設等総合管理計画の個別施設計画を策定中であ

るが、学校施設について、早期に対応しなければならない

施設はあるか。 

④ 公共施設等総合管理計画の中で、将来的な学校施設等の

統廃合について検討したことはあるか。 
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山 﨑 道 夫 議員 

一 般 質 問 通 告 書 

 

矢巾町議会議長 藤 原 由 巳 殿 

 

  受付 №  ４   令和元年８月２１日 午前・午後 ９ 時２５分 

  議席番号１５番  山 﨑 道 夫 

 

番 号 質 問 要 旨 

 

質問１ 

 

（質問事項）ふるさと納税に対する取り組みについて 

（答 弁 者）町 長 

 

 ８月２日、総務省は2018年度のふるさと納税による岩手

県への寄付額が、前年度の１．４倍の50億4,969万円になっ

たと発表した。３年連続で過去最多を更新し、47都道府県中

23位であり、市町村別では本町の15億437万円がトップで、

８．７倍に急増したと報道された。 

 こうした状況の中、高橋町長は以前議会答弁において、地

域活性化に向けた自治体の取り組みを支援する「企業版ふる

さと納税」制度について、今後、活用を検討していきたい旨

の考えを述べた経緯があると記憶しているが、ふるさと納税

に対する取り組みについて以下伺う。 

 

① 本町のふるさと納税は、１６年度の３９６万円から２年

で３８０倍に急増し、歳入の１割弱を占めるまでになった

が、その主な要因と、返礼品等の経費はどの程度か。 

② ふるさと納税額の県内と県外の比率、また寄付金の具体

的活用方法を示されたい。 

③ 今年度における納税状況と今後の展望はどうか。 

④ ふるさと納税を通じ地方に関心が高まり、寄付者との交

流が実現し地域おこしイベントに参加するなど、「参加型」

制度を目指すためにも、寄付金の使い道をしっかり公開

し、地域振興に役立っていることを発信することが肝心だ

と思うがどうか。 
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山 﨑 道 夫 議員 

⑤ 企業版ふるさと納税について、政府は制度の期限を５年

ほど延長し、企業の税軽減を来年度から約９割に引き上げ

る方向で調整に入ったとの報道がされたが、町として今後

この制度を活用し、産業振興や移住定住促進、空き家対策

や少子化対策など、地域活性化事業に活用するべきと考え

るがどうか。 

 

 

質問２ 

 

（質問事項）買い物をサポートする「高齢者にやさしいスー

パープロジェクト」の取り組みについて 

（答 弁 者）町 長 

 

 今年の７月11日から毎週木曜日、滝沢市にあるスーパーマ

イヤ滝沢店において、医師会やスーパーマーケット、市など

関係団体が連携し、認知症患者や高齢者らの買い物をサポー

トする取り組みが始まったとの報道がされた。まさに時宜を

得た取り組みであると感心させられた。 

 今後、本町においても年々高齢化が進み、併せて認知症患

者も増える傾向にあると思われる中、買い物に行った場合、

商品を見つけることやスムーズな会計が難しい住民が増え

ることは容易に想像できる。 

 したがって、滝沢市のように週１日、午後１時から２時間

程度、高齢者らの買い物客が補助を希望した場合、サポータ

ーが付き添い、商品の場所を案内したり、かごを持って支援

する体制を作ることが求められているのではないのか。この

ことによって安心して買い物ができることにつながり、高齢

者や認知症患者に優しい町を目指す上で、取り組む価値があ

ると感じた。 

 今後、本町として、仮称「高齢者にやさしいスーパープロ

ジェクト」を立ち上げ、協力店をお願いしたり、認知症サポ

ーター養成講座を開き、地域住民や協力店の従業員が認知症

への理解を深める取り組みなどを行い、高齢者や認知症患者

らの買い物をサポートする体制づくりを進めるべきと考え

るが見解を伺う。 
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山 﨑 道 夫 議員 

 

質問３ 

 

（質問事項）矢幅駅北側の上杉踏切整備に伴う全面通行止め

の問題点について 

（答 弁 者）町 長 

 

 上杉踏切の改良工事は、2014年度に「早急に改良が必要

な踏切」として法指定を受け、現在幅員７メートルを歩道分

３．５メートル拡幅して１０．５メートルの幅員にする工事

であり、19年度と20年度に施工予定であることは知ってい

たが、８月23日から12月20日までの約４カ月間に亘って全

面通行止めにすることについては、踏切に予告掲示板が立つ

まで知り得なかった。また、来年度さらに５月から２カ月間

も通行止めにすることについて、８月７日の新聞報道で知っ

たところである。 

 なぜこのように長期間にわたって通行止めしなければな

らないのか、日常的に踏切を通行する多くの町民が疑問を持

っている。 

 そもそも線路内における工事は、上下線の終電が通った

後、始発までの約180分で工事を進める事が通常であり、そ

の時間帯は夜中の午前１時前後から朝方の４時前後ぐらい

と思われる。したがって、少なくとも日中は歩行者や自転車

の通行は可能であり、町民が通院等で不便をきたすことを回

避することは可能だと思われる。 

 以上のことから、今年の約４カ月間に亘る期間の工事内容

と、来年度の２カ月間に亘る工事内容について明らかにする

と共に、多くの町民が不便をきたすことをできるだけ回避す

ることを念頭にしながらＪＲとの協議を行ってきたのか、明

らかにされたい。 

 

 

 

 

 

 

 



- 4 - 

山 﨑 道 夫 議員 

 

質問４ 

 

（質問事項）通学路等における倒壊危険ブロック塀の安全対

策について 

（答 弁 者）町長、教育長 

 

 昨年６月の大阪府北部地震によるブロック塀の倒壊事故

を受け、町内における危険箇所の点検を実施した結果と、危

険箇所の安全対策について以下伺う。 

 

① 国土交通省が示すチェックポイントに不適合だった危

険箇所はどの程度あったのか。また、通学路に面している

箇所はあったのか。あったとすれば、どのような対策を講

じたのか。 

② 緊急輸送道路、指定緊急避難場所や指定避難所に通じる

道路に面している危険箇所はあったのか。 

③ 通学路及び上記に記した箇所に面した危険箇所の個人

所有はあるのか。 

④ 個人所有のブロック塀の除去費用等に対し、補助してい

る自治体もあるが、本町としても子どもたちの安全確保の

観点から補助について検討するべきと考えるがどうか。 
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水 本 淳 一 議員 

一 般 質 問 通 告 書 

 

矢巾町議会議長 藤 原 由 巳 殿 

 

  受付 №  ５   令和元年８月２３日 午前・午後 ９ 時００分 

  議席番号 ８ 番  水 本 淳 一 

 

番 号 質 問 要 旨 

 

質問１ 

 

（質問事項）交流人口増の対策と近隣市町との連携について 

（答 弁 者）町 長 

 

 以前は、一般的に人口の増加を図ることが行政の目標とさ

れていた。しかし、地方都市等においては、少子化により若

者の数が減って行く反面、行動範囲が狭くなりがちな高齢者

の割合が一段と高まり、「都市の活力」の減退が懸念されて

きた。このことから、今では「定住人口」ではなく、交流人

口を増やすことにより、地域の活力を高めていく意識が一般

化しつつある。 

 矢巾町では今月21日の岩手医科大学附属病院開院に向け、

交通網の整備等が急いで進められている。今後矢巾町は、交

流人口の増加が予想され、色々な事業に対し、近隣市町との

連携が必要になってくると思われる。交流人口の増加という

観点から、以下について伺う。 

 

① 更なる交流人口の増加に向け考えている施策は。 

② 南昌グリーンハイツの閉館により、町民が利用できるプ

ールが町内に無くなり、新たな施設を望んでいる人も多い

と思われる。昨年10月の町議会議員の有志で構成する議員

連盟の総会において、県営プールを矢巾町へ誘致したい旨

の説明が岩手県水泳連盟の方からあったが、誘致について

の町の考えは。また、広域市町とはどのように話し合われ

ているのか。 

③ お互いに隣の市町へ出かける方が多いと思われるが、現
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水 本 淳 一 議員 

在のデマンドタクシーは町内の周辺地域と中央を結ぶだ

けになっている。デマンド型交通を含め、より充実した公

共交通網を形成するため、近隣市町との連携が必要と思う

が、その考えについて。 

 

 

質問２ 

 

（質問事項）ふるさと創生事業とその後の事業展開について 

（答 弁 者）町 長 

 

 竹下内閣で行われたふるさと創生事業において、町ではさ

まざまな取り組みを行ったようであるが、以下について伺

う。 

 

① ふるさと創生事業で矢巾町が行った事業の目的と内容

について。 

② この事業による成果と、現在継続している取り組みの今

後の事業展開について。 
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小 川 文 子 議員 

一 般 質 問 通 告 書 

 

矢巾町議会議長 藤 原 由 巳 殿 

 

  受付 №  ６   令和元年８月２３日 午前・午後 ９ 時００分 

  議席番号１４番  小 川 文 子 

 

番 号 質 問 要 旨 

 

質問１ 

 

（質問事項）メディカルフィットネス推進事業について 

（答 弁 者）町 長 

 

 町民の健康増進のため、岩手医科大学と連携した医学的見

地を用いた「メディカルフィットネス推進事業」を病院敷地

内のコスモス棟で実施することについて、以下伺う。 

 

① 医大病院内の施設で実施する事業の主体が矢巾町であ

る理由を伺う。 

② 対象は町民、町内法人、岩手医大関係者、周辺市町住民

としているが、町民はどの位の人数を想定しているのか。 

③ 総事業費は３年間で２億6,530万円と膨大であるが、そ

の内訳を示されたい。 

④ 利用料金は公募で選定された事業者が設定するが、月額

どの位を想定しているのか。 
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小 川 文 子 議員 

 

質問２ 

 

（質問事項）デマンド型タクシーと市街地循環バスについて 

（答 弁 者）町 長 

 

 ３月よりデマンド型タクシーの試験運行が始まり、９月か

ら市街地循環バスの試験運行が始まることから、以下伺う。 

① デマンド型タクシーの８月までの利用状況はどうか。 

② 町民や議会から出された改善要望の取り組み状況は。 

③ 循環バスの医大循環線は、岩手県交通の便と競合するの

ではないか。 

④ 市街地循環バスについて、バス事業者に委託するとして

いるが、タクシー事業者に委託してはどうか。 

 

 

質問３ 

 

（質問事項）やはぱーくに外階段の設置を 
（答 弁 者）町 長 

 

 京都アニメーションの放火による痛ましい事件を受けて、

改めて二方向避難の確保、外階段の必要性を感じた。以前議

会でも提案したが、やはぱーくにも外階段を設置すべきでは

ないか。また、３階の避難シューターを使用した訓練を実施

しているのか。 
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川 村 よし子 議員 

一 般 質 問 通 告 書  
矢巾町議会議長 藤 原 由 巳 殿    受付 №  ７   令和元年８月２３日 午前・午後 ９ 時３０分   議席番号１３番  川 村 よし子 
 

番 号 質 問 要 旨  
質問１  

（質問事項）交通安全対策について 
（答 弁 者）町 長   国では、東京オリンピックや交通インフラの老朽化を受
け、交通安全施設の予算を増額している。町は、岩手医大病

院の開業を控え、町道中央１号線を中心に整備を進めてい

る。今後、医大病院開業と同時に交流人口の増加が予想され、

住民の命を守る身近な交通安全施設の整備が望まれること

から、以下３点について伺います。  
① やはぱーく前の交差点に、信号機はいつ設置予定か。 
② 通学路を含め、地域から要望が出されている交通安全施
設の整備は、どう計画しているのか。 

③ 今後の生活道路整備計画はどうか。   
質問２  

（質問事項）保育士・介護職員の待遇改善について 
（答 弁 者）町 長   町内で働く保育士・介護職員の人材不足が長期化してい
る。生活が安定し安心して働ける環境づくりや待遇改善が必

要と考えることから、以下２点について伺います。  
① 町内の保育所・介護施設で、安心して働き続けられる環
境づくりや待遇改善が必要と考える。保育士・介護職員の
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川 村 よし子 議員 

定着について、どう把握しているか。 
② 県の制度である保育士の奨学金返済免除制度の利用状
況はどうか。今後、町として保育士を増やすため、奨学金

返済免除制度の利用者を増やす取り組みや、町独自の取り

組みが必要ではないか。   
質問３  

（質問事項）在宅高齢者対策について 
（答 弁 者）町 長   独居高齢者・高齢者世帯が増加する中で要支援１・２が介
護保険から除外され地域包括ケアで日常生活を把握し、見守

るとか一部支援する状況になり、町ではエンジョイやはばネ

ットワーク事業を開始した。顔見知りの身近な支援者が公民

館に参集して行事を開催するほか、職員が家庭訪問し生活調

査や保健指導をすることも必要と考えるが、今後の対策につ

いて以下３点伺います。  
① 老々介護や認知症介護も多くなってきているが、定期的
な家庭訪問を行うことが大切と考えるがどうか。 

② 介護認定前の認知症とみられる高齢者の介護者への支
援体制、また地域の援助体制はどのように計画されている

のか。 
③ 認知症とみられる高齢者の徘徊対応は、どのように行っ
ているのか。また、支援事業に自己負担はあるのか。           
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谷 上 知 子 議員 

一 般 質 問 通 告 書 

 

矢巾町議会議長 藤 原 由 巳 殿 

 

  受付 №  ８   令和元年８月２３日 午前・午後 １０時４０分 

  議席番号 ４ 番  谷 上 知 子 

 

番 号 質 問 要 旨 

 

質問１ 

 

（質問事項）学校給食について 

（答 弁 者）教育長 

 

 学校給食に対する期待は児童生徒も家庭でも大きく、学校

生活での楽しみの時間になっています。センター方式になっ

てから始めた15年の実績を持ち、全国的にも評価される地場

食材を使った学校給食。地場食材の活用が開始当時12.6％か

ら現在50％まで増加している学校給食について伺います。 

 

① 地場食材の活用は今後どのように進めていくのか。 

② 給食費の集金方法を口座振替にする考えはないか。 

 

 

質問２ 

 

（質問事項）外国人との共生について 

（答 弁 者）町 長 

 

 近年、町内でも、外国人を見かける機会が多くなったこと

から、地域で暮らす外国人との交流について伺います。 

 

① 挨拶や簡単な会話の普及対策のため、外国語教室を実施

してはどうか。 

② ゴミ出し等の生活ルールを外国人に周知する必要があ

ると思われるが、現在どのようにしているのか。 
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谷 上 知 子 議員 

 

質問３ 

 

（質問事項）女性の登用と男性の育児参加を 

（答 弁 者）町 長 

 

 男女共同参画推進法が制定され、女性の参画と登用が社会

に必要であり、男性の育児参加が家庭内にゆとりを生み、子

供の健やかな成長が期待できます。女性の登用と参画、男性

の育児参加の進捗状況を伺います。 

 

① 矢巾町役場における女性管理職の人数は。また、男性職

員の育児休暇の取得状況は。 

② 各団体において、女性役員の登用が少ないと思われる。

女性役員を増やし、意見を反映させる必要があると考える

がどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


